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明治末期における清国人留学生の夏休みの過ごし方 ―黄尊三『留学日記』を中心に― 欒　殿武
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EFLリーディングを教える 2 つの方法の比較

「一帯一路」構想における孔子学院の役割に関する一考察

研究論文

研究ノート

高級ブランド品の顧客価値認識の研究
音声によるビジネス日本語教育用タスク教材の開発 ―議事録作成能力の養成を目指して―
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線径路・等至性モデル（以下TEM)を用いて分析し、結果図を作成した。その結果、TEM図によ

って、日本人学生は、中国人留学生との大学キャンパス内で相手と出会ってから双方向の交流

ができるように模索する時期、行動様式の差異に違和感を持ちながらもキャンパス内で共行動

をする時期、キャンパス以外で行動を共にしてプライベートな話をしながら相性や価値観など

を確認する時期、文化的差異による葛藤が生じた時に相手との直接的な交流を通じて自文化の

行動様式を内省する時期、文化的差異を尊重し理解したうえで友人関係を形成および維持する

時期という５つの時期からなる親密化過程を提示することができた。この結果から、日本人学

生は中国人留学生とクラスやサークル内などでの交流から、大学キャンパス内での交流、大学

キャンパス以外での交流へとその交流の場が移行するに伴い、相手と親密な友人関係を構築す

ることが確認できた。 

【研究1】に続く研究として、【研究2】は異文化間の友人関係の親密化のプロセスにおい

て、日本人学生の異文化受容態度の変容について検討した。具体的には、中国人留学生の親密

な友人がいる日本人学生10名に対して、中国人留学生との親密な友人関係の構築過程、また

構築過程における自他文化の差異をどのように認知するか、認知された差異に対してどのよう

に考え対応するかなどについて半構造化インタビューを行った。得られたデータは修正版グラ

ウンデッド・セオリー・アプローチ(以下M-GTA)を用いて分析を行い、日本人学生の中国留学

生との友人関係の構築過程における異文化に対する態度がどのように変容するかというプロセ

スをモデル化した。その結果、M-GTAの結果図が示されたように、まず、日本人学生には、中

国人留学生と接触する前に、異文化に対して逃避と憧れの2つの異なる態度があることがうか

がわれた。次に、中国人留学生との親密な接触をする中で、日本人学生の異文化受容態度が、

【文化的差異の認知】【文化的差異の解釈】【文化的差異の受容】の3つの段階で変化すること

を示した。最終的には、この３つの段階を経て、日本国内の外国人に対する好意的な態度への

変化や、相手の母国などの海外への興味関心が拡大することが確認でき、好意的かつ積極的な

異文化受容態度を獲得する過程を実証的に示すことができた。 

本研究の最終成果として、【研究1】「日本人学生の中国人留学生との親密化のプロセス」と

【研究2】「日本人学生の中国人留学生との親密化のプロセスにおける異文化受容態度の変

容」を統合し、視覚的なモデルを提示した。このモデルの特徴は、日本人学生の中国人留学生

との親密化のプロセスに注目しつつ、同一個人の内部の変化にも注目する点である。日本人学

生が中国人留学生と親密化することによって、文化的差異に対する気づきを得て肯定的な意味

づけをし、さらに文化的差異に対する抵抗感を緩和し、自分の受け止め方を調整し、受容へと

変化することが確認できた。日本人学生と留学生との出会いは、友人関係構築の起点である同

時に、異文化に対する態度への変化の起点であること、日本人学生は留学生との友人関係形成

によって、文化的差異をより深く理解し、異文化受容態度を獲得することにつながることがわ

かった。本研究におけるモデルは、日本人学生と中国人留学生が友人関係を構築する際に、文

化的差異への捉え方がプロセスの前進や後退の原動力となることを示している。すなわち、円

滑な対人関係は異文化を学ぶ最終成果物であるだけではなく、推進力にもなると考えられる。 

 
武蔵野大学大学院言語文化研究科言語文化専攻博士課程 修了生 

武蔵野大学 グローバルスタディーズ研究所紀要 

Global Studies 執筆要領 

2024年版 

1．投稿資格 

・グローバルスタディーズ研究所の研究員および客員研究員 
・大学院言語文化研究科、グローバル学部の科目担当の専任教員および非常勤講師 
・大学院言語文化研究科の大学院生および修了生 
・以下のいずれかに該当する者は、グローバルスタディーズ紀要編集委員会で認められた場合に限り投稿

することができる。 
（1）本研究センター所属の専任教員との共同研究に従事する者 
（2）紀要編集委員会が特別に依頼した者 
・原稿は未発表に限る。同時に他の雑誌等に投稿する等、二重投稿に該当するような行為はしない。 
・1 人 1 編とする。共同研究の場合は 1 人 2 編まで、筆頭者としては 1 編のみ投稿可とする。 
 

2．研究倫理等について 

・投稿する原稿が人を対象とする研究（実践報告等で学生が書いた資料を使用する場合も含む）の  
 場合、事事前前ににググロローーババルルススタタデディィーーズズ研研究究所所のの研研究究倫倫理理審審査査委委員員会会（（gs_ethic@musashino-u.ac.jp））にに申申

請請しし、、承承認認をを得得るる。申請方法はこちら。原稿には、研究倫理上必要な手続きを行い、承認された研究で

あることを記載する。 
 

3．使用言語 

日本語、英語、中国語のいずれかとする。 
 

4．カテゴリー 

いずれも、グローバルスタディーズおよび関連領域に関する研究・報告であること。 

・・研研究究論論文文（Research article） 
先行研究に加えるべきオリジナリティのある成果が明確な根拠に基づいて述べられているもの。 

・・展展望望論論文文（Review article） 
対象となる研究分野の研究状況・主要成果・問題点等の概観と、それに基づいた研究の意義、今後の課題

や展望が述べられているもの。 
・・実実践践報報告告（Practice report） 

教育現場における実践の内容を、明確な根拠に基づいて具体的かつ明示的に述べられているもの。 
・・調調査査報報告告（Survey report） 

調査や資料分析の報告が、データに基づいて述べられているもの。 
・・研研究究ノノーートト（Research Note） 

萌芽的課題の提起など、研究の基礎または中間報告として、将来的に優れた研究につながる内容が明確に

述べられているもの。 
 

5．原稿作成上の注意 

（1）原稿の様式と分量 
・編集委員会指定の Word のテンプレートを使用する（行間やフォントなどを自分で変えない）。 

本文は、MS 明朝／Times New Romans,10.5pt 
各章の見出しは、MS ゴシック 12pt（章の見出しのみ行間を段落 1.5 行とする） 
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節・項の見出しは MS ゴシック 11pt 
・日本語・中国語原稿の場合は、20000 字以内、英語原稿の場合は、8000 語以内とする 
（注、参考文献、図表を含む）。 

（2）表記法（日本語） 
①日本語は常用漢字、現代仮名遣いを原則とする。 
②数字は原則として半角アラビア数字とする。ただし、「一切」「四半世紀」などの熟語、成句、固有名

詞に限って漢数字を使用する。 
③句読点は「、」「。」を使用する。 
④句読点、「 」、（ ）は全角で使用する。 

（3）論文タイトル 
日本語原稿には日本語のメインタイトル（MS 明朝 18pt、サブタイトルは 14pt）の下に英語タイトル

（Times New Romans・14pt）を入れる。英語原稿・中国語原稿にはそれぞれの言語のメインタイトル

（Times New Romans・18pt、サブタイトルは 14pt）の下に日本語タイトル（MS 明朝 14pt）を入れる。 
（4）氏名（MS 明朝 Times New Romans 12pt） 
  漢字の氏名は文字と文字の間に半角スペースを入れる。 
（5）キーワード（MS 明朝 Times New Roman・10.5pt） 

キーワードは 5 語以内とし、論文タイトル、氏名の下に記載する。 
（6）文中の引用 
・単著文献を引用する際には、加藤（2007）あるいは、加藤（2007, 2009）のようにする。筆者名と出版年

をかっこに入れるときは、（加藤, 2009）とする。  
・複数の文献を引用する際には、（加藤, 2007; 宇佐美他, 2019; Erlam, 2005）のように名前の後に半角コロン

+半角スペース、半角セミコロン+半角スペースとする。 

・引用元のページは、加藤（2007: 19）のように、半角コロン+半角スペース、掲載ページを入れる。 
・同一筆者による同じ年に出版された文献は、「加藤（2009a）」「加藤（2009b）」のように、年のあとに a, b
…を入れて区別する。 

・共著は、2 名までは記載し、3 名以上の場合は、初出から筆頭著者名のみとし、第 2 著者以降は「他」「et 
al.」を用いる。 

 例 2 名まで： 船山・筒井（2020）Sacks & Schegloff (1979)  
     3 名以上： 杉江他（2001）  Sacks et. al (1974) 
（7）図表や画像 
・B5 判で製本されることを考慮し、縮小率に注意すること。 
・図表・画像は、原稿ファイルとは別に、解像度の大きなものを提出する。 
・引用する場合は、出典を必ず明記する。ネット等から画像を利用する際には、著作権等に問題がな 
 いことを確認すること。 
（8）謝辞・注（MS 明朝 Times New Roman・9.5pt） 

注は本文中に上付添字で 1）2）3）…と通し番号で示し、原稿末尾の参考文献の前にまとめる。ワード

の脚注機能は使用しない。 
（9）参考文献（MS 明朝 Times New Roman・9.5pt） 

参考文献は謝辞・注の下にまとめる。以下の書式で統一する。 
 ①英文書籍 

Ellis, R. (2003) Task-based Language Learning and Teaching. Oxford University Press. 
 ②英文論文 

Langacker, R. W. (2006) On the continuous debate about discreteness. Cognitive Linguistics, 17, 107-151. 
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 ①英文書籍 

Ellis, R. (2003) Task-based Language Learning and Teaching. Oxford University Press. 
 ②英文論文 

Langacker, R. W. (2006) On the continuous debate about discreteness. Cognitive Linguistics, 17, 107-151. 

Sacks, H, Schegloff, E. A. & Jefferson, G. (1974) A simplest systematics for the organization of turn-taking for 
conversation. Language, 50, 696–735. 

 ③和文書籍 
加藤周一（2007）『日本文化における時間と空間』岩波書店 

 ④和文論文 
石井敏（2001）「現代社会と異文化コミュニケーション」石井敏・久米昭元・遠山淳（編著）『異文化コ

ミュニケーションの理論 新しいパラダイムを求めて』有斐閣ブックス, 1-7. 
宇佐美洋・森篤嗣・広瀬和佳子・吉田さち（2009）「書き手の語彙選択が読み手の理解に与える影響―

文脈の中での意味推測を妨げる要因とは―」『日本語教育』140, 48-58. 
  ⑤翻訳書 

Lave, J. & Wenger, E. (1991) Situated Learning: Legitimate Peripheral Participation. 佐伯胖（訳）（1993） 
『状況に埋め込まれた学習—正統的周辺参加』産業図書 

  →本文中引用の場合  Lave & Wenger（1991, 佐伯訳 1993） 
（Lave & Wenger, 1991 佐伯訳 1993） 

⑥ウェブの資料 
  文部科学省（2019）大学等におけるインターンシップの実施状況について. 
     https://www.mext.go.jp/b_menu/internship/1387151.htm （2020 年 1 月 1 日） 
（10）所属（MS 明朝 Times New Roman・10.5pt） 右寄せ 

学部・学科・職位等を原稿末尾に記載する。 
   

6．原稿提出期日とスケジュール 

年 1 回、委員会の定める期日までに提出する。スケジュールは以下の通り。 
 ・7 月末日 投稿エントリー締切 
              エントリー用 Google フォーム https://forms.gle/riZf6JEyqR49cjuw6 
・9 月末日 原稿締切 

 ・1 月初め 入稿 
 ・2 月半ば 校了 
 ・3 月初め 納品 
 
7．原稿提出方法および提出先 

・原稿は、武蔵野大学グローバルスタディーズ研究所紀要編集委員会（gs_edit@musashino-u.ac.jp） 
宛に、電子データをメールにて提出する。 

・図表は、原稿とは別に、解像度の大きなものを別途提出すること。 
 
8．提出原稿の校正 

著者校正は 2回回ままででとする。校正段階での原稿の大幅な訂正、加筆、削除は控える。 
 

9．抜刷り 

抜刷りは一論文に対して 30 部とする。共著の場合は、30 部を執筆者で分配する。不要の場合は、 
エントリーシートに希望しない旨記載する。 

 
以上 
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鄭　　　　　穎 Zheng Ying 言語文化研究科言語文化専攻博士後期課程 修了生
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明治末期における清国人留学生の夏休みの過ごし方 ―黄尊三『留学日記』を中心に― 欒　殿武
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アルバート チョウ
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「一帯一路」構想における孔子学院の役割に関する一考察
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研究ノート

高級ブランド品の顧客価値認識の研究
音声によるビジネス日本語教育用タスク教材の開発 ―議事録作成能力の養成を目指して―
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73 ロデリック ブガドールアジアからの自発的高度人材にとって日本で働く魅力

85 山本　貴之想像の世界　日清カップヌードルにおける日本のポストコロニアルメンタリティ

103 蘇　晨琛ESG債券発行のアナウンスメント効果に関するイベントスタディ―日本市場を対象に

117 岩崎　比奈子観光地における顧客との良好な関係性構築の重要性に関する研究

127 陳　信宏中国語母語話者のダ体使用実態と介入活動による使用の変化


